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1. 2023年3月期第1四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 1,767 58.4 △62 ― 97 ― 42 ―

2022年3月期第1四半期 1,115 △37.7 △442 ― △399 ― △368 ―

（注）包括利益 2023年3月期第1四半期　　△89百万円 （―％） 2022年3月期第1四半期　　△386百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 4.83 ―

2022年3月期第1四半期 △42.20 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第1四半期 13,705 7,909 50.6 795.48

2022年3月期 13,952 8,000 50.3 805.78

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 6,940百万円 2022年3月期 7,030百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,120 10.1 △370 ― △380 ― △410 ― △46.98

通期 8,790 28.1 420 ― 410 ― 200 ― 22.92

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 8,728,920 株 2022年3月期 8,728,920 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 3,564 株 2022年3月期 3,467 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 8,725,402 株 2022年3月期1Q 8,726,783 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間(2022年４月１日～2022年６月30日)におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染

症の収束の見通しが立たない状況が依然として続いております。また、長期化が懸念されるウクライナ情勢は、資

源やエネルギー、食料品価格の値上げなど様々な経済情勢に悪影響を及ぼしており、先行き不透明な状況が続いて

おります。

当社グループが主として事業を展開しております新聞業界は、インターネットの普及などに伴い新聞の需要が減

退しており、販売部数の落ち込み、広告収入の減少傾向に歯止めがかからない状況です。このため、依然として新

聞社の設備投資に対する慎重な姿勢は変わらず、当社にとりまして厳しい事業環境が続いております。

このような状況のなか、当社グループは、2022年１月14日に策定いたしました中期経営計画で示した経営理念で

ある「顧客の課題に向き合い、柔軟なカスタマイズ力により新たな価値を創造し、課題解決をサポートする」を基

本方針に輪転機事業と新規事業、それを支えるＩＣＴプラットフォーム事業の３区分に事業を再構築し、事業構造

を複線化することで、早期の業績回復の実現と更なる企業価値の向上を目標に事業活動を展開してまいりました。

新規事業の取り組みの一つとして、連結子会社株式会社ＫＫＳにおいて、新聞業界以外を顧客として売上実績の

ある、ＡＧＶ（自動搬送装置）を当社においても販売するため2022年４月より当社にＦＡ本部を設置しておりま

す。

その結果、１トンまでの重量物が搬送可能なＡＧＶ「Ｖ１０００－Ｈ」のほか３台を当第１四半期連結累計期間

において、当社が新規受注いたしました。

また、新聞輪転機では、当第１四半期連結累計期間において、信濃毎日新聞様より２セット「カラートップ・エ

コワイドⅡオフセット輪転機」を新規受注いたしました。そのほか、静岡新聞社様、新潟日報社様、北國新聞社

様、読売新聞東京本社様から受注済みの「カラートップ・エコワイドⅡオフセット輪転機」を生産中であり、収益

認識基準に従い売上高を一部計上しております。

当第１四半期連結累計期間の業績については、以下のとおりであります。

《売上高》

当第１四半期連結累計期間の連結売上高は、前年同四半期と比べ増加し、17億6千7百万円（前年同四半期比

58.4%増）となりました。

《営業損益》

損益面では、変動費、固定費の削減に努め、一定の成果はあったものの、当第１四半期連結累計期間の営業損失

は6千2百万円（前年同四半期は営業損失4億4千2百万円）となりました。

《経常損益》

営業外収益で、為替差益1億5千2百万円等を計上、営業外費用では、支払利息7百万円等を計上した結果、経常利

益は9千7百万円（前年同四半期は経常損失3億9千9百万円）となりました。

以上の結果、税金等調整前四半期純利益は5千3百万円（前年同四半期は税金等調整前四半期純損失3億9千9百万

円）となり、当第１四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益は4千2百万円（前年同四半期は親会

社株主に帰属する四半期純損失3億6千8百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ2億4千7百万円減少し、137億5百万円と

なりました。

資産の部では、現金及び預金の増加と受取手形、売掛金及び契約資産の減少等により流動資産が2億5百万円減少

し102億8千9百万円となり、固定資産は4千1百万円減少し34億1千5百万円となりました。

負債の部は、契約負債の増加および短期借入金の減少等の結果、流動負債が5千2百万円減少し29億9千7百万円と

なり、固定負債は1億4百万円減少し27億9千8百万円となりました。

純資産の部は、前連結会計年度末に比べ9千1百万円減少し79億9百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年５月13日に公表いたしました2023年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はあ

りません。

なお、業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、新型コロナウイルスの感染拡

大の影響や、その他の要因により業績予想の修正を行う必要が生じた場合は、速やかに公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,279,839 4,213,289

受取手形、売掛金及び契約資産 6,627,068 4,364,815

仕掛品 809,544 627,320

原材料及び貯蔵品 614,799 695,948

その他 173,745 396,507

貸倒引当金 △9,470 △8,231

流動資産合計 10,495,526 10,289,649

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 808,240 790,747

機械装置及び運搬具（純額） 314,455 300,412

土地 1,778,845 1,778,845

リース資産（純額） 10,436 13,459

建設仮勘定 978 978

その他（純額） 50,189 46,640

有形固定資産合計 2,963,146 2,931,084

無形固定資産

その他 13,916 12,726

無形固定資産合計 13,916 12,726

投資その他の資産

投資有価証券 256,391 256,249

その他 223,564 215,466

貸倒引当金 △8 △8

投資その他の資産合計 479,947 471,707

固定資産合計 3,457,011 3,415,519

資産合計 13,952,538 13,705,168

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 958,200 984,353

未払法人税等 36,020 22,927

契約負債 273,512 1,032,164

賞与引当金 53,413 33,088

製品保証引当金 19,835 21,240

環境対策引当金 － 16,639

短期借入金 1,452,600 544,800

受注損失引当金 67,954 116,579

その他 188,399 226,114

流動負債合計 3,049,935 2,997,908

固定負債

役員退職慰労引当金 20,100 20,100

退職給付に係る負債 2,852,823 2,760,112

環境対策引当金 26,230 9,590

その他 3,175 8,356

固定負債合計 2,902,328 2,798,159

負債合計 5,952,264 5,796,068
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,435,000 4,435,000

資本剰余金 1,335,514 1,335,514

利益剰余金 1,713,080 1,755,263

自己株式 △3,485 △3,569

株主資本合計 7,480,109 7,522,208

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 708 643

為替換算調整勘定 △319,692 △461,049

退職給付に係る調整累計額 △130,300 △120,937

その他の包括利益累計額合計 △449,284 △581,344

非支配株主持分 969,449 968,235

純資産合計 8,000,274 7,909,099

負債純資産合計 13,952,538 13,705,168
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 1,115,756 1,767,370

売上原価 1,219,934 1,547,215

売上総利益又は売上総損失（△） △104,178 220,154

販売費及び一般管理費 338,176 282,757

営業損失（△） △442,354 △62,602

営業外収益

受取利息 17 0

受取配当金 3,997 4,037

為替差益 － 152,456

助成金収入 30,941 485

その他 17,817 11,620

営業外収益合計 52,773 168,599

営業外費用

支払利息 4,556 7,680

為替差損 4,639 －

その他 846 1,164

営業外費用合計 10,043 8,844

経常利益又は経常損失（△） △399,625 97,152

特別利益

固定資産売却益 － 3,763

投資有価証券売却益 － 250

特別利益合計 － 4,013

特別損失

訴訟関連費用 － 12,962

アドバイザリー費用 － 34,316

特別損失合計 － 47,278

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△399,625 53,887

法人税、住民税及び事業税 13,119 6,263

法人税等調整額 △9,320 4,543

法人税等合計 3,798 10,806

四半期純利益又は四半期純損失（△） △403,423 43,080

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△35,121 897

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△368,302 42,183
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △403,423 43,080

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △38 △94

為替換算調整勘定 1,020 △141,357

退職給付に係る調整額 16,310 9,362

その他の包括利益合計 17,293 △132,088

四半期包括利益 △386,130 △89,008

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △350,997 △89,876

非支配株主に係る四半期包括利益 △35,133 868
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループには、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しておりますが、下記

施策の確実な実行により、改善ならびに解消が実現できると考えております。

・中期経営計画の策定による経営目標と財務戦略の一新、成長戦略の刷新とガバナンス強化の取組みの明確化

・「輪転機事業」、「新規事業」、「ICTプラットフォーム事業」の3区分で事業を再構築し、事業構造の複線化

・輪転機事業における保守メンテナンスにおける営業の強化と、販売価格と支払条件の改善の協議の実施

・ＡＧＶ、ＩＣＴ領域における組織・人員の共通化によるグループ総合力の発揮

・外部との新規協業による調達原価低減の推進

・希望退職の実施による事業規模に見合った人員体制の構築

・資金調達も含めた流動性資金の安定的確保と効率的な財務運用の構築

したがいまして、当四半期連結会計期間の末日現在において、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認めら

れないものと判断し、四半期連結財務諸表の「継続企業の前提に関する注記」には記載しておりません。

　


